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町税
9億6366町債（借入金）

13億6700

使用料・手数料
1億5479

繰入金
6億4630

自主財源
29億3540
自主財源
29億3540

繰越金
3億2392

その他寄付金等
8億4673

地方譲与税
2億2937

各種交付金
2億5055

地方交付金
51億6372

依存財源
81億8447
依存財源
81億8447

国庫支出金
4億6906

県支出金
7億0476

111億1987万円111億1987万円
歳入歳入

歳出歳出
111億1987万円111億1987万円

次年度繰越金
5億1524

繰出し金
10億8154

貸付金など
4710

積立金
5億6022

補助費等
20億4597

物件費など
18億1711

災害復旧費
6991

普通建設費
17億1547

公債費
13億8632

人件費
13億872

義務的経費
32億6731
義務的経費
32億6731

投資的経費
17億8538
投資的経費
17億8538その他

55億5194
その他
55億5194

次年度繰越金
5億1524
次年度繰越金
5億1524

扶助費
5億7227

９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
20
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
の
全
会
計
を
決
算
認
定
し
、
平
成
30
年
度
の
補
正
予
算
を
含
め
、
24
議
案
を
審
議
し
て
、

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
６
人
が
町
長
・
教
育
長
に
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
比
で
、
額
に
し
て
11
億
２
２
２
３
万

円
、
率
に
し
て
9
・
2
％
の
減
。
主
な
要
因
は
繰

入
金
・
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
の
減
少
に
よ

る
。
一
方
で
町
債
や
財
産
収
入
が
増
加
。

　
支
出
済
額
の
執
行
率
は
95
・
８
％
。
前
年
度
比

で
は
10
億
７
５
９
５
万
円
、
率
に
し
て
９
・
２
％

の
減
。
い
ず
み
保
育
所
新
築
や
災
害
復
旧
で
増

加
。
土
木
費
や
公
債
費
で
減
。

歳
入

歳
出

一般
会計 111億  1987万円　前年

度比 9.2％減 ９月
定例会

健全 財政を維持平成29年度 決算

9年連続実質公債費比率の改善
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平成29年度 各会計歳入歳出総括表�

　
会　　　計　　　名 歳入決算額 歳出決算額 繰越財源 差引残高
一　　般　　会　　計 111億1987 106億0463 5808 4億5717

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 12億1627 11億2882 8745
後 期 高 齢 者 医 療 3億6161 3億5364 796
介 護 保 険 18億2389 18億0335 2054
簡 易 水 道 事 業 5億7381 5億6218 1163
飲 料 水 供 給 施 設 事 業 4170 3775 395
農 業 集 落 排 水 事 業 2億4734 2億3638 1096
分 収 育 林 事 業 9 4 5

計 153億8458 147億2679 5808 5億9972
企業
会計 病 院 事 業 会 計 4億6334 4億6333 1

合　　　　　　　計 158億4793 151億9012 5808 5億9973

＊実質公債費比率
自治体の収入に対する負債
返済の割合を示すもの。
18％以上だと新たな借金を
するため国や県の許可が必
要。

決算指数の推移
� 単位：万円（四捨五入）

26年度 27年度 28年度 29年度

実質公債費比率 10.1% 8.2% 7.0% 6.7%

借 入 総 額 131億5078 130億5759 127億0528 126億3720

基 金 残 高 95億5369 107億3962 112億7902 114億9929

　

７
月
豪
雨
災
害
は
、
本
町
に
も
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　

今
回
の
災
害
は
、
多
く
の
課
題
と
教
訓
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。　

　

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 謹

ん
で
豪
雨
災
害
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

10ページに関連記事

神石高原町議会議長 
松本　彰夫

H26

■借入総額　■基金残高（億円）（四捨五入）
132

10.1% 8.2% 7.0% 6.7%

131 127 126

96 107 113 115

H27 H28 H29
実質公債費比率

全会計で歳出総額 前年度比5.5%減 単位：万円（四捨五入）

健全 財政を
平成29年度
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Ｊ
Ｉ
Ｎ（
神
）

プ
レ
ミ
ア
ム
認
定
商
品
の
、

売
り
上
げ
は
向
上
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
認
定
し
た

の
が
３
月
な
の
で
、
期
間
が

短
く
把
握
は
出
来
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、
売
上
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
回

帰
塾
の
目
的
は
若
者
の
定
住

促
進
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の

状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
外
か

ら
15
人
の
参
加
が
あ
っ
た

が
、
定
住
に
は
つ
な
が
っ
て

い
な
い
。
効
果
と
し
て
は 

※
関
係
人
口
が
増
加
し
た
。

　
　
　
　
　
　
超
高
付
加
価

値
農
業
振
興
事
業
に
あ
る
需

用
費
の
１
６
０
万
円
の
内
訳

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｉ
Ｎ

（
神
）
プ
レ
ミ
ア
ム
の
認
定

に
か
か
わ
る
経
費
で
、
物
品

の
購
入
を
行
っ
た
。
内
訳

は
、
ラ
ベ
ル
５
０
０
０
枚
や

缶
バ
ッ
チ
３
０
０
個
な
ど
で

あ
る
。

※�

今
ま
で
神
石
高
原
町
を
知

ら
な
か
っ
た
人
が
、
地
域

の
人
々
と
多
様
に
関
わ
る

こ
と
。

政
策
企
画
課

Ｊ
Ｉ
Ｎ（
神
）

プ
レ
ミ
ア
ム
認
定

林
議
員

政
策
企
画
課
長

ふ
る
さ
と
回
帰
塾

横
尾
議
員

政
策
企
画
課
長

超
高
付
加
価
値
農
業

横
尾
議
員

政
策
企
画
課
長

チェック
定住促進の強化

超高付加価値農業 チャレンジファンドの創設

平成29年度スローガン

    第2宅住団地調査
◦住宅改修等
◦誕生・入学祝金

    JIN（神）プレミアム 4件の認定
◦PR物品作成等

    一般財団法人　 神石高原地域創造
　  チャレンジ基金の設立　
◦運営補助金
◦出資金等

4381万円

189万円 3928万円

「誰もが挑戦できるまち」8つの挑戦を

決

算

質

疑

チャレンジファンドのロゴブルーベリージャム

神楽面作成名人　平田さん元気に歌う子ども達

町民が尊敬しあえる環境づくり

    こだわり楽人の会設立 
◦達人ネットワーク
　構築プロジェクト 54万円
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全
９
会
計
の

内
、
単
年
度
収
支
が
赤
字
の

会
計
が
７
会
計
あ
り
、
赤
字

合
計
額
は
１
億
１
２
９
３
万

円
で
あ
る
。
全
体
会
計
で
は

１
億
８
１
６
万
円
の
赤
字
と

な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

 

　
要
因
は
、
ま
た
今
後
の
財

政
運
営
方
針
も
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
前
年
度
の
繰

越
金
を
使
う
額
が
増
加
し
て

き
て
お
り
、
こ
の
状
況
が
続

く
と
予
算
運
営
の
弾
力
性
が

失
わ
れ
て
く
る
。

　
今
後
財
政
の
健
全
的
維
持

を
行
う
中
で
歳
出
の
抑
制
、

歳
入
に
見
合
っ
た
予
算
規
模
を

基
本
的
考
え
と
し
て
財
政
の

健
全
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
平
成
35
年
度
ま
で
の
財
政

計
画
づ
く
り
を
改
め
て
行
い

た
い
。

　
　
　
　
　
　
全
体
会
計
で

の
赤
字
は
今
ま
で
無
か
っ
た

こ
と
だ
。
し
っ
か
り
と
分
析

を
行
い
安
定
的
な
財
政
運
営

に
努
め
て
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
職
員
の

事
務
ミ
ス
が
相
次
ぎ
懲
戒
処

分
が
行
わ
れ
た
が
町
長
は
ど

ん
な
責
任
を
取
ら
れ
た
か
。

　
　
　
　
　
責
任
は
痛
感
し

て
い
る
。
内
部
統
制
を
図
り

た
い
。

　
　
　
　
　
　
遊
休
財
産
処

分
の
優
先
順
位
に
危
険
性
や

地
元
の
要
望
は
反
映
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
処
分
後
の
効

果
的
活
用
を
念
頭
に
行
っ
て

い
る
。
地
域
か
ら
の
要
望
も

調
査
し
て
対
応
す
る
。

総
務
課

財
政
運
営

（
単
年
度
収
支
）

木
野
山
議
員

総
務
課
長

木
野
山
議
員

町
長
の
責
任

久
保
田
議
員

町　
長

遊
休
財
産
処
分

赤
木
議
員

総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
消
防
団
員
の

確
保
や
処
遇
改
善
の
た
め
の

取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
　
機
能
別
団
員

で
人
員
の
確
保
は
行
っ
た
。

決
定
的
な
も
の
は
な
い
が
他

市
町
の
様
子
も
見
な
が
ら
進

め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
監
査
か
ら
、

決
算
全
般
に
不
適
切
な
財
務

処
理
の
指
摘
が
あ
る
が
説
明

を
。

　
　
　
　
　
　
補
助
金
の
交

付
決
定
の
執
行
を
行
う
際
に
、

財
務
規
則
の
手
続
き
を
踏
ま

な
い
会
計
処
理
が
あ
っ
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
町
の
財

務
規
則
の
更
な
る
確
認
を
行

な
い
、
係
長
を
中
心
に
事
務

的
な
漏
れ
が
な
い
か
指
導
確

認
を
徹
底
す
る
。
経
営
戦
略

消
防
団
員
確
保

赤
木
議
員

総
務
課
長

不
適
切
な
財
務
処
理

林
議
員

総
務
課
長

買い物に利用されるふれあいタクシー 水防も期待される消防団

医療・福祉サービス

    ふれあいタクシー
◦生活公共機関確保事業

1億2267万円

会
議
の
中
で
も
適
正
な
事
務

に
つ
い
て
協
議
し
、
管
理
職

に
も
指
導
を
図
る
。

　
　
　
　
　
　
消
防
費
に
山

崩
れ
発
生
予
知
施
設
管
理
経

費
が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
機
能

し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
町
内
各
所
に

設
置
し
て
い
る
雨
量
計
の
維

持
管
理
経
費
だ
。
各
種
警
報

な
ど
の
気
象
情
報
や
、
土
砂

災
害
の
警
戒
情
報
、
災
害
危

険
度
情
報
が
発
令
さ
れ
る
元

に
な
っ
て
い
る
。
豪
雨
災
害

で
も
機
能
し
た
。

山
崩
れ
発
生

予
知
施
設

林
議
員

総
務
課
長

神石支所内設置の雨量計

行財政改革の推進

    消防団員数の確保 
◦報酬・出勤手当
◦安全装備品購入等 6139万円
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医
業
収
益
の

１
％
が
、
病
院
職
員
の
福
利

厚
生
費
と
し
て
政
策
医
療
交

付
金
に
含
ま
れ
て
い
る
。

町
で
な
く
指
定
管
理
者
が
行

う
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
度

に
政
策
医
療
交
付
金
が
完
全

精
算
に
な
っ
て
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
。

　
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
を
し
、
看
護
師
不
足
対

策
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

政
策
医
療
交
付
金

横
尾
議
員

保
健
課
長

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納

税
の
95
％
部
分
は
、
単
に
金

額
的
な
報
告
だ
け
で
な
く
寄

付
者
の
目
的
通
り
の
使
用
で

も
公
序
良
俗
に
反
し
て
い
な

い
か
法
律
違
反
は
な
い
か
検

証
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基

本
的
に
は
他
者
か
ら
の
指
定

寄
付
な
の
で
確
認
が
必
要

だ
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
の
報

告
書
・
予
算
書
を
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い
る

の
で
、
寄
付
者
の
判
断
に
よ

る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
３
件
の
起
業

に
対
し
て
補
助
金
が
交
付
さ

れ
て
い
る
が
、
書
類
審
査
の

み
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

団
体
支
援
事
業

木
野
山
議
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

起
業
支
援

サ
ポ
ー
ト
事
業

横
尾
議
員

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
と
の

整
合
性
は
。　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
監

査
委
員
や
議
会
か
ら
の
指

摘
が
あ
っ
た
の
で
、
平
成

30
年
度
は
予
算
計
上
し
て

い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
起
業
家
の
安

定
経
営
に
向
け
た
今
後
の
取

り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商

工
会
と
協
力
し
な
が
ら
情
報

提
供
や
、
福
山
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
紹
介

な
ど
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
町
道
整
備
の

優
先
順
位
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

起
業
家
支
援

赤
木
議
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

建
設
課

優
先
順
位

赤
木
議
員

　
　
　
　
　
　
舗
装
の
状
態

や
、
幅
員
、
利
用
状
況
や
危

険
度
、
ま
た
地
域
の
要
望
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
考

慮
し
て
優
先
順
を
決
め
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
の
協
議
体
の
運

営
は
、
被
介
護
者
や
家
族
負

担
の
軽
減
に
、
具
体
的
に
ど

う
い
っ
た
成
果
を
あ
げ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
度

か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
、
協
議
体
の
設
置
を

行
っ
た
。

　
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
図
り
、
情
報
共
有
や

課
題
調
整
を
し
た
。
今
後
は

課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
地

域
資
源
マ
ッ
プ
を
活
用
し

３
年
間
の
重
点
目
標
と
し

て
い
る
色
々
な
見
守
り
に
取

り
組
む
。

建
設
課
長

保
健
課

協
議
体
の
運
営
と
成
果

林
議
員

保
健
課
長

世界を相手にできる人財

    オーストラリア姉妹校調印
◦イングリッシュ
　フェスティバル 300万円

協働のまちづくりの推進

    協働支援センターの運営支援・財政支援

9693万円

陽正会が運営する町立病院

協働支援センターの総会 英語のスピーチをする中学生
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平成29年度 決算審査意見書（抜粋）
代表監査委員　橋本　龍之　
監査委員　橋本　輝久　

　平成29年度の予算編成は、経常経費の見直しや債務残高の縮小、基金の運用等による財源
の確保により持続可能なまちづくりの実現に向け取り組まれた。
　健全な財政運営の中で「総合戦略」の確実な実行を期待する。
　税・使用料等の収納率は高く、公平性の観点から高く評価できる。不納欠損処分に当たっ
ては、町民に対して説明責任が果たせるよう適正に行われたい。

❶ふれあいタクシー運賃補助
　�　運用実態を調査して、見直しを検討さ
れたい。

❷地籍調査事業
　�　未完了地区が長期にわたり完了してな
い。早期完了を強く望む。

❸神石高原総合開発事業
　第２定住団地候補地
　ボーリング調査業務
　�　早期に「困難」の判断をすることによ
り、調査費の縮減できたと思慮する。

❹起業支援サポート事業
　�　申請から交付まで書類審査のみであ
る。昨年意見書で指摘したが改善されて
いない。

❺�神石高原町斎場やすらぎ苑設置管理条例
　�　葬祭場のみの使用を不可としている。
適正に運用されたい。
❻中山間地域所得向上支援事業
　中原谷地区基盤整備工事
　�　目的に沿った事業取組が不十分であっ
た。事業推進にあたり、関係者間の協
議、理解を得て進められたい。

❼建設工事における監督員
　�　監督員に指定された職員は、自覚して
その権限を行使されたい。

❽財務処理について
　�　適切でない会計処理が多く見受けられ
た。再発防止に努め適切に処理された
い。

❾職員の健康管理と意識改革
　�　内部統制機能の充実を図られたい。

平成29年度　決算認定採決結果� ○＝賛成　×＝反対　欠…欠席

議　　　案　　　名

寄
定
　
秀
幸

藤
田
　
晃
己

木
野
山
孝
志

小
川
　
清
治

久
保
田
龍
泉

橋
本
　
輝
久

横
尾
　
正
文

横
山
　
素
子

赤
木
　
俊
二

林
　
　
憲
志

小
川
　
善
久

松
本
議
長

神石高原町一般会計・その他７特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ―

神石高原町病院事業会計 ○ ○ ○ ○ × ○ × 欠 ○ ○ ○ ―
議長は採決に加わらない

決算審査を通して感じた点や意見・要望
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補

正

予

算

質

疑

・保健センター移転

  	 　333万円
　三和共同福祉施設を改修し保健課仮事務所を
　整備する

補正額

・いずみ保育所施設管理

  	 　291万円
　プロパン庫屋根工事費など

補正額

・野球場・グラウンドの復旧

  	 　2366万円
　三和野球場法面復旧等………… 1106万円　
　新坂グラウンド法面復旧……… 1260万円　

補正額

・簡易水道施設災害復旧

  	 　1896万円
　井関配水池管理道復旧……………167万円　
　市場取水場管理道整備………… 1728万円　

補正額

・小学校ブロック塀等改修（町内各小学校）

  	 　1643万円
　大阪北部地震で小学校プールのブロック塀が
　崩壊したことを受けての措置。

補正額

・油木百彩館管理運営経費

  	 　380万円
　㈲油木特産販売の清算に要する経費

補正額

・政策医療交付金

  	 　1922万円
　政策医療の提供に要する経費負担
　（確定精算額は2億2022万円）

補正額

おもな補正事業

2億6856万円
補正予算額 

194億3793万円
総予算額

補正後特別会計を含む９月補正予算

　
　
　
　
　
　
神
石
高
原
町

地
域
防
災
計
画
及
び
各
種
マ

ニ
ュ
ア
ル
改
定
業
務
の
委
託

先
と
効
果
は
。

　
　
　
　
　
　
委
託
先
は
、

㈱
地
域
計
画
工
房
。
課
題
を

整
理
し
、
現
実
に
合
っ
た
も

の
に
し
た
い
。

　　
　
　
　
　
　
政
策
医
療
交

付
金
の
内
訳
は
。

　
　
　
　
　
　
決
算
額
の
確

定
に
よ
る
政
策
医
療
交
付
金

の
追
加
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
地
域
自
治
振

興
会
が
行
う
側
溝
清
掃
の
補

助
が
出
て
い
る
。
豪
雨
災
害

に
備
え
た
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
災
害
対
策
と

し
て
、
別
枠
で
行
政
が
行
な

う
。

　
　
　
　
　
　
三
和
野
球
場

裏
法
面
・
新
坂
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
法
面
の
崩
落
の
原
因
と
今

後
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
和
野
球
場
は
法
面
上
の
山

道
が
く
ぼ
み
、
常
時
水
た
ま

り
の
状
態
だ
っ
た
。
排
水
設

備
を
整
備
す
る
。

　
新
坂
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

永
年
、
沈
下
に
よ
る
雨
水

が
原
因
で
あ
る
。
早
急
に
発

注
す
る
。

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
パ
ン
庫

の
屋
根
は
ど
の
時
点
で
必
要

と
分
か
っ
た
の
か
。
設
計
ミ

ス
で
は
。

　
　
　
　
　
　
当
初
は
不
要

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た

が
、
建
設
工
期
中
、
積
雪
な

ど
の
危
惧
が
あ
る
と
意
見
を

頂
い
た
。
安
全
に
速
や
か
に

工
事
を
進
め
て
い
く
。

総
務
課

防
災
計
画
の
委
託
先

横
尾
議
員

総
務
課
長

保
健
課

政
策
医
療
交
付
金

横
尾
議
員

保
健
課
長

建
設
課

側
溝
管
理

赤
木
議
員

建
設
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

法
面
崩
壊
の
原
因

林
議
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

福
祉
課

い
ず
み
保
育
所

プ
ロ
パ
ン
庫
屋
根

林
議
員

福
祉
課
長

簡易水道

病院事業

補正総額
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一
部
の
指
定

管
理
福
祉
施
設
で
軽
微
な
備

品
ま
で
、
町
の
購
入
と
な
っ

て
い
る
。
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
施
設
で

は
、
旧
町
村
時
代
に
町
が
備

え
て
い
た
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
今
後
、
検
討
す

る
。

　
　
　
　
　
　
今
年
度
の
事

業
計
画
で
会
社
清
算
に
は
一

言
も
触
れ
て
な
い
。
総
会
で

計
画
を
承
認
し
、
一
週
間
後

に
は
道
の
駅
と
の
統
合
を
進

め
て
い
る
。
お
か
し
い
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
赤
字
が
出
て
い

る
の
で
、
以
前
か
ら
計
画
し

て
お
り
、
役
員
・
油
木
地
区

の
方
の
合
意
を
得
た
。

　
　
　
　
　
　
出
資
金
が
欠

損
に
な
っ
て
い
る
。
町
費
を

入
れ
て
、
出
資
金
を
全
額
返

金
し
て
い
る
が
、
時
価
で
返

金
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
第
三
セ
ク
タ
ー

で
あ
り
政
策
的
に
判
断
し
町

が
支
援
す
べ
き
と
考
え
た
。

　
　
　
　
　
　
新
店
長
は
道

の
駅
の
商
品
開
発
を
兼
ね
て

い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
で
運

営
が
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
で
き
る
よ
う
に

指
導
す
る
。

　
　
　
　
　
　
３
８
０
万
円

の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。
積

算
明
細
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
７
月
末
で

資
産
５
５
５
万
円
、
負
債
７

４
０
万
円
、
こ
れ
に
未
払
い

消
費
税
な
ど
１
８
０
万
円
あ

り
、
差
引
き
合
計
で
マ
イ
ナ

ス
３
６
５
万
円
と
な
る
。

８
・
９
月
の
予
想
赤
字
で
15

万
円
を
加
え
清
算
経
費
３
８

０
万
円
を
見
込
み
計
上
し

た
。

　
　
　
　
　
　
油
木
百
彩
館

と
１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

統
合
で
、
手
数
料
の
統
一
を

し
な
け
れ
ば
、
再
度
Ｐ
Ｏ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
統
合
に
経
費
が
か

か
る
の
で
は
。

　
　
　
　
　
手
数
料
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
わ

１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
精

米
機
は
移
設
費
用
を
、
な
ぜ

１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
補

助
金
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い

る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
電
気
設
備

な
ど
す
べ
て
含
ま
れ
る
の

で
、
補
助
金
と
し
て
取
り

扱
っ
た
。

指
定
管
理
施
設
の

備
品
予
算

橋
本
議
員

福
祉
課
長

副
町
長

産
業
課

百
彩
館
の
清
算

久
保
田
議
員

副
町
長

久
保
田
議
員

副
町
長

久
保
田
議
員

副
町
長

木
野
山
議
員

産
業
課
長
補
佐

手
数
料
の
統
一

横
尾
議
員

副
町
長

１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

精
米
機
移
転

小
川
清
治
議
員

産
業
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
豊
松
ト
マ
ト

団
地
水
源
確
保
事
業
の
地
元

分
担
金
は
１
割
で
あ
る
。　

他
の
栽
培
農
業
者
と
の
公
平

性
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
分
担
金
条

例
に
も
と
づ
き
決
め
て
い
る
。

今
後
は
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
ト
マ
ト
研
修

ハ
ウ
ス
の
沈
砂
池
埋
め
立
て

は
工
事
期
間
中
で
は
な
く
、

な
ぜ
今
か
。

　
　
　
　
　
　
　
当
初
は
雨

水
が
沈
砂
池
に
流
入
し
て
い

た
が
、
浸
透
し
沈
砂
池
の
必

要
性
が
な
く
な
っ
た
の
で
、

今
回
埋
め
立
て
る
。

　
　
　
　
　
　
今
回
な
ぜ
前

倒
し
補
正
か
。
ご
み
の
増
加

な
ら
原
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
３
年
に
一

度
の
覆
土
計
画
だ
が
、
今
回

自
治
会
の
粗
大
ご
み
集
団
回

収
量
が
予
想
を
超
え
た
た
め

前
倒
し
処
理
と
し
た
。

　
今
後
は
精
査
し
搬
入
ご
み

量
を
抑
え
、
最
終
処
分
場
の

長
期
活
用
を
目
指
す
。

農
業
用
水
路
施
設

寄
定
議
員

産
業
課
長
補
佐

沈
砂
池
埋
め
立
て

橋
本
議
員

産
業
課
長
補
佐

環
境
衛
生
課

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

陽
光　
覆
土
作
業

木
野
山
議
員

環
境
衛
生
課
長

移設予定の精米機

平成30年度補正予算　議員賛否表� ○＝賛成　×＝反対　欠…欠席

議　　　案　　　名

寄
定
　
秀
幸

藤
田
　
晃
己

木
野
山
孝
志

小
川
　
清
治

久
保
田
龍
泉

橋
本
　
輝
久

横
尾
　
正
文

横
山
　
素
子

赤
木
　
俊
二

林
　
　
憲
志

小
川
　
善
久

松
本
議
長

神石高原町一般会計 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ―
その他６特別会計・病院事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ―
� 議長は採決に加わらない
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橋
本
議
員

　
調
査
報
告
の
も
と
で
災
害

に
か
か
ら
な
か
っ
た
箇
所
の

説
明
は
。

建
設
課
長

　
災
害
に
か
か
ら
な
か
っ
た

箇
所
に
関
し
て
は
、
報
告
書

に
説
明
を
記
入
し
て
振
興
会

に
返
却
す
る
予
定
だ
。
難
し

い
案
件
は
丁
寧
に
説
明
し
た

い
。

寄
定
議
員

　
ど
の
よ
う
な
工
程
で
計
画

を
執
行
す
る
の
か
。
事
業
者

も
限
定
さ
れ
る
が
優
先
順
位

は
。

副
町
長

　
今
後
測
量
・
設
計
・
工
事

を
行
っ
て
い
く
。
業
者
も
限

ら
て
れ
お
り
単
年
度
中
で
は

難
し
く
３
か
年
程
度
か
け
て

復
旧
す
る
。

　
優
先
順
位
は
ま
ず
公
共
道

路
河
川
な
ど
だ
。

林
議
員

　
消
防
費
内
訳
は
。

総
務
課
長　

　
災
害
発
生
時
、
消
防
団
は

延
べ
３
０
０
人
程
度
が
災
害

対
応
を
行
っ
た
。
こ
の
出
動

手
当
の
予
算
化
だ
。

林
議
員

　
た
め
池
の
決
壊
に
対
し
て

町
は
ど
の
よ
う
に
調
査
す
る

の
か
。

建
設
課
長

　
県
と
調
整
を
図
り
、
再
度

た
め
池
の
管
理
者
と
調
整
し

て
き
ち
ん
と
し
た
管
理
に
努

め
る
。

木
野
山
議
員

　
災
害
対
策
費
に
含
ま
れ
る

食
糧
費
は
何
か
。
対
策
経
費

の
８
５
０
０
万
円
の
内
容
は
。

総
務
課
長

　
食
糧
費
は
備
蓄
食
料
の
補

充
に
使
用
。

　
８
５
０
０
万
円
は
町
独
自

の
施
策
で
、
宅
地
の
土
砂
撤

去
・
孤
立
の
解
消
な
ど
の
予

算
。
ま
た
40
万
円
以
下
の
農

地
の
復
旧
な
ど
に
充
て
る
。

災
害
調
査
の
説
明

工
程
の
計
画

消
防
費
内
訳

た
め
池
調
査

経
費
の
内
訳

西日本豪雨災害
復旧予算24億円

消防費 1億280万円　
災害復旧
事 業 費 22億9720万円

８
月
臨
時
議
会 

補
正
質
疑

神石高原町議会　８月臨時会
　８月３日（金）臨時会を開催し７月豪雨災害復旧に関する補正予算を承認しました。

一般会計８月補正額
国 　公共土木災害���� 7億6854万円

県 　農地農業施設���� 10億418万円
　　 林道施設��������5849万円

町 　財政調整基金引出し
　　　��������� 3億5000万円
　　 町借入金（災害復旧債）
　　　��������� 2億1240万円
　　 その他（繰越金・雑入）
　　　����������� 639万円

消
1億280
　　防	 消防団� �� 102万円
	 災害対策� � 289万円
　　　　　（備蓄品）
　　【町新規】	災害対策など
	 � ���� 9890万円
災
22億9720
害復旧	 農地農業施設
	 � �� 11億1112万円
	 林道� �� 7559万円
	 道路・橋
	 � ��� 11億866万円
	 社会教育施設など
	 � ����� 183万円

歳入 歳出

８月補正予算
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決こんなことが決まったよ
条例制定・改正

― 主 な も の ―

工事請負契約の締結
工 事 名　帝釈の湯改修工事
場　　所　神石高原町相渡（スコラ高原地内）
金　　額　１億3392万円
請 負 者　株式会社後藤組
工　　期　平成30年9月21日～平成31年3月29日

権利の放棄
放棄する権利の内容
有限会社神石高原直売公社に出資した額� 245万円
放棄する権利の相手方
有限会社神石高原直売公社　精算人
•回収不可能な債権の放棄

指定管理者の指定
施設の名称　神石高原町立病院
指定管理者　社会医療法人　社団陽正会
指定の期間　平成31年4月1日～平成36年3月31日

�町財産の交換、譲与、無償貸し付けに関する条例
　・�町財産を少子化対策・定住対策として低額譲渡
するための規定。� （他３件）

条例の一部改正

消防ポンプ自動車CD-1型
　ダブルキャビン４輪駆動　　（豊松方面隊へ）
取得価格　1993万円
相手方　備北自動車株式会社

土　　地　高原町階見346番２　他20筆
　　　　　２万8784.00平方メートル
　　　　　（トマト団地農地）
契約金額　2730万円� （他１件）

財産の取得

松岡　純夫　さん（再任）　神石高原町油木
瀬尾　信明　さん（新任）　神石高原町高蓋
小川　和子　さん（再任）　神石高原町福永
小林　伸平　さん（再任）　神石高原町福永

人権擁護委員の候補者推薦

まるごと市場設置及び管理条例の廃止
　・神石高原まるごと市場廃止によるもの。

条例の廃止

賛成
多数

全会
一致

全会
一致

全会
一致

全会
一致

全会
一致

全会
一致

議
員
発
議

　
地
方
自
治
体
が
計
画
的
に
教
育
行
政
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ

う
強
く
要
請
し
ま
す
。

１�

．
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ

と
。

２�

．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合

を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

提
出
者　
赤
木　
俊
二

賛
成
者　
木
野
山
孝
志

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
縮
小
さ
れ
た
治
水
・
治
山
予
算
だ
が
、
今
後
豪
雨

災
害
な
ど
に
よ
っ
て
命
や
家
屋
、
イ
ン
フ
ラ
の
被
害

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
次
の
こ
と
を
要
望
す
る
。

１
．
危
険
個
所
の
早
急
な
再
調
査
を
行
う
こ
と
。

２�

．
治
水
対
策
予
算
を
大
幅
に
増
額
し
、
治
水
・
治

山
事
業
を
早
急
に
行
う
こ
と
。
そ
の
た
め
法
律
の

整
備
を
行
う
こ
と
。

提
出
者　
横
尾　
正
文

賛
成
者　
久
保
田
龍
泉

治
水
・
治
山
対
策
予
算
の
増
額
を

求
め
る
意
見
書

国
へ
の
提
言

議員賛否表� ○＝賛成　×＝反対　欠…欠席

議　　　案　　　名
寄
定
　
秀
幸

藤
田
　
晃
己

木
野
山
孝
志

小
川
　
清
治

久
保
田
龍
泉

橋
本
　
輝
久

横
尾
　
正
文

横
山
　
素
子

赤
木
　
俊
二

林
　
　
憲
志

小
川
　
善
久

松
本
議
長

公の施設における指定管理者の指定（神石高原町立病院） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ―
� その他は全員が賛成　議長は採決に加わらない
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本
年
実
施
の
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
は
。

	

教
育
長　

小
学
校
は
、

国
語
、
算
数
※
Ａ
・
Ｂ
、

理
科
と
も
に
、
全
国
・
県
平

均
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

中
学
校
は
、
国
語
Ａ
・
Ｂ
、

数
学
Ｂ
、
理
科
と
も
に
、
全

国
・
県
平
均
を
上
回
っ
た
が
、

数
学
Ａ
は
下
回
っ
た
。

　

小
学
校
は
、
知
識
の
理

解
・
活
用
と
も
に
お
お
む
ね

定
着
し
て
い
る
が
、
中
学
校

に
お
い
て
は
、
特
に
数
学
に

お
い
て
引
続
き
課
題
が
あ
る
。

今
後
は
、
目
標
達
成
に
必
要

な
学
習
内
容
や
効
果
的
指
導

方
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
改

善
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

	

中
学
校
数
学
の
課
題
は

真
剣
に
取
り
組
む
べ
き

だ
。
特
に
、
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
に
つ
い
て
全
般

的
に
授
業
を
組
み
立
て
て
頂

き
た
い
。

	

教
育
長　

入
学
時
か
ら

よ
り
細
か
な
指
導
を

工
夫
し
着
実
な
理
解
を
図
っ

て
い
く
。

	

ま
る
ご
と
市
場
を
廃
止

し
百
彩
館
と
さ
ん
わ
１

８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
一
緒

に
な
れ
ば
、
産
直
市
場
は
一

つ
の
会
社
と
な
る
。

　

エ
ブ
リ
イ
「
地
縁
マ
ル

シ
ェ
」
へ
の
出
荷
状
況
は
。

	

町
長　

２
店
舗
に
て
販

売
中
だ
が
、
４
月
か

ら
８
月
ま
で
５
か
月
合
計
で

３
１
６
０
万
円
と
順
調
で
あ

る
。

　

今
後
は
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果

実
の
出
荷
が
増
え
る
の
で
他

店
舗
へ
の
販
売
拡
大
も
検
討

中
だ
。

	

統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

進
行
状
況
は
。

	

町
長　

百
彩
館
は
、
計

画
ど
お
り
９
月
末
日

を
も
っ
て
会
社
を
閉
じ
、
10

月
１
日
か
ら
は
１
８
２
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
支
店
と
し
て

営
業
を
継
続
す
る
。

　

道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
建

物
の
建
築
工
事
は
平
成
31
年

６
月
の
完
成
を
目
指
す
。

	

店
舗
や
食
堂
の
機
能
は

残
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
強
い
。

　

運
営
方
針
と
精
算
方
式
は
。

問答

問答産
直
市
場
の
統
合

問

答問答問

	

町
長　

百
彩
館
の
活
性

化
が
油
木
地
区
の
活

性
化
に
繋
が
る
よ
う
地
域
の

方
と
一
緒
に
進
め
る
。

　

赤
字
の
解
消
は
産
直
市
場

の
流
通
の
拠
点
と
し
て
位
置

づ
け
、
18
％
の
手
数
料
は
当

分
の
間
継
続
し
、
黒
字
経
営

に
努
め
る
。
食
堂
は
地
域
の

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
検

討
し
た
い
。

　

約
３
１
５
万
円
の
累
積
赤

字
は
会
社
清
算
経
費
を
含
み

運
営
補
助
で
清
算
す
る
。
株

主
の
出
資
額
は
そ
の
全
額
を

お
返
し
す
る
。
町
出
資
額
４

７
５
万
円
も
清
算
完
了
時
点

で
回
収
す
る
よ
う
試
算
し
て

い
る
。

	

新
し
い
「
道
の
駅
」
の

組
織
・
運
営
形
態
は

ど
う
な
る
の
か
。

	

町
長　

部
門
ご
と
の
販

売
増
を
統
括
す
る
企

画
担
当
の
取
締
役
と
会
社
全

体
を
統
括
す
る
支
配
人
を
取

締
役
と
し
て
配
置
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
完
成
後
の
売
り

上
げ
増
を
目
指
す
。

答

問答

本年度実施の学力テストの結果は問
教
育
長

小・中学校ともに県・全国平均を上回った答

木野山　孝志 議員

「学び合い」による英語授業
（神石高原中学校）

※
Ａ
問
題
：
知
識
の
理
解
力

　
Ｂ
問
題
：
知
識
の
活
用
力
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一
般
質
問

町
政
の

を
聞
く

コ
コ

質
疑
の
一
部
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す

質
問
時
間
は
、
答
弁
を
合
わ
せ
て
一
人
一
時
間
以
内
で
一
問
一
答
方
式



	

７
月
豪
雨
災
害
の
総
括

と
復
旧
へ
の
取
り
組
み

は
。

	

町
長　

地
域
防
災
計
画

策
定
後
、
こ
れ
ま
で

類
の
な
い
災
害
が
発
生
し
混

乱
す
る
状
況
の
中
、
職
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚
し

緊
急
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
補
助
対
象
と
な
ら
な
い

小
規
模
な
災
害
も
町
独
自
の

制
度
を
創
設
し
全
力
で
支
援

す
る
。

　

組
織
の
在
り
方
、
避
難
所

の
開
設
、
情
報
発
信
の
在
り

方
な
ど
、
総
合
的
に
見
直
し

を
行
い
、
地
域
防
災
計
画
に

反
映
し
た
い
。

	

河
川
の
氾
濫
を
防
ぐ
た

め
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

や
河
道
掘
削
、

た
め
池
の
点
検
な
ど
安
全
対

策
は
。

	

町
長　

県
管
理
河
川
に

つ
い
て
は
、
県
知
事

へ
の
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

町
が
管
理
す
る
普
通
河
川
は
、

河
川
災
害
復
旧
工
事
施
工
時

に
対
応
を
考
え
て
い
る
。

　

た
め
池
に
つ
い
て
は
、
国

に
よ
る
全
国
調
査
が
行
わ
れ
、

災
害
対
象
個
所
か
ら
対
策
を

実
施
し
、
現
状
の
整
理
か
ら

行
う
必
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
る
。

	
防
災
の
要
と
し
て
の
消

防
団
の
位
置
づ
け
は
。

	

町
長　

消
防
団
は
、
水

防
を
含
め
た
地
域
防

災
の
要
と
し
て
引
き
続
き
活

躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今

回
の
よ
う
な
大
規
模
な
災
害

に
な
る
と
、
消
防
団
だ
け
で

は
対
応
し
き
れ
な
い
状
況
と

な
る
。

　

今
後
の
豪
雨
や
地
震
な
ど

各
種
災
害
に
備
え
、
改
め
て

自
助
、
共
助
の
役
割
の
重
要

性
を
再
確
認
し
、
自
主
防
災

組
織
を
中
心
と
し
た
地
域
ぐ

る
み
で
防
災
力
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

	

大
阪
北
部
地
震
に
よ
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
で

児
童
が
死
亡
す
る
事
故
が
発

生
し
た
。
本
町
の
学
校
施
設

や
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
安
全
対
策
は
万
全
か
。

	

教
育
長　

事
故
報
道
直

後
か
ら
調
査
を
実
施

し
て
き
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、

擁
壁
、
プ
ー
ル
内
更
衣
室
や

シ
ャ
ワ
ー
分
離
壁
や
消
毒
槽

な
ど
本
年
度
中
に
撤
去
や
改

修
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

	

こ
の
夏
は
記
録
的
な
猛

暑
が
続
き
、
児
童
生
徒

の
健
康
が
心
配
さ
れ
た
。
教

室
へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ

問答

問答問答

通
学
路
の

　
　
　
安
全
対
策

問答教
室
の
猛
暑
対
策

問

寄定　秀幸  議員

き
で
は
な
い
か
。

	

教
育
長　

エ
ア
コ
ン
設

置
率
は
、
普
通
教
室

18
・
４
％
、
特
別
教
室
46
％
、

全
体
で
34
％
で
あ
る
。
猛
暑

日
は
、
扇
風
機
で
の
対
応
や

特
別
教
室
な
ど
を
活
用
し
て

い
る
。
来
年
度
以
降
も
こ
う

し
た
猛
暑
が
続
く
よ
う
で
あ

れ
ば
エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討

し
た
い
。

	

不
育
症
の
治
療
費
助
成

制
度
の
創
設
を
す
べ
き

で
は
。

	

町
長　

県
内
６
市
町
で

実
施
し
て
い
る
不
育

症
治
療
費
助
成
の
実
績
な
ど

調
査
し
、
必
要
性
を
積
極
的

に
研
究
す
る
。

答

不
育
症
支
援

問答

撤去される来見小学校のプール壁（撤去後はフェンスを設置）

町
長地域防災計画を総合的に見直す答

問 防災・減災対策にどう取り組む
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８
月
補
正
の
24
億
円
の

支
援
制
度
、
ど
う
や
っ

て
よ
り
多
く
の
被
災
者
に
届

け
る
の
か
。

	

町
長　

災
害
見
舞
金
支

給
事
業
４
件
は
す
で
に

届
け
た
。
被
災
宅
地
及
び
被

災
進
入
路
復
旧
事
業
20
件
、

農
地
農
業
用
施
設
単
独
災
害

復
旧
事
業
19
件
の
申
請
が

あ
っ
た
。

　

災
害
復
旧
は
各
自
治
振
興

会
か
ら
上
が
っ
た
災
害
箇
所

に
つ
い
て
、
今
回
の
単
独
事

業
の
周
知
も
含
め
返
答
し
た
。

　

申
請
状
況
を
見
極
め
て
予

算
が
不
足
し
た
場
合
、
必
要

な
予
算
の
確
保
を
行
う
な
ど

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応

す
る
。

	

「
避
難
指
示
」
の
発
動

の
根
拠
・
課
題
は
。

	

町
長　

７
月
６
日
、
20

時
25
分
に
大
雨
特
別
警

報
が
発
表
さ
れ
た
た
め
、
20

時
30
分
、
町
内
全
域
に
「
避

難
指
示
」
を
発
令
し
た
。

　

こ
の
避
難
時
間
帯
は
、
夜

間
で
も
あ
り
最
も
危
険
な
時

間
帯
で
あ
る
た
め
、
人
的
被

害
が
出
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
で
あ
っ
た
。
避
難
情
報

の
発
令
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
住

民
へ
の
伝
達
方
法
な
ど
課
題

の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
地

域
防
災
計
画
や
各
種
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し
を
行
う
。

	

避
難
所
の
体
制
は
。

	

町
長　

避
難
所
開
設
が

長
期
に
及
ぶ
場
合
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
運
営
所

の
生
活
ル
ー
ル
づ
く
り
、
炊

き
出
し
や
食
料
調
達
、
感
染

症
な
ど
衛
生
面
の
配
慮
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
生
じ
る
。

　

避
難
者
の
体
調
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
へ
の
配
慮
、
ペ
ッ
ト

の
受
入
れ
な
ど
を
想
定
し
た

避
難
所
体
制
の
在
り
方
を
検

証
す
る
。
引
き
続
き
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
と
連
携
し
た

研
修
会
を
開
催
し
、
ス
キ
ル

の
向
上
に
努
め
る
。

	

河
川
・
土
砂
災
害
や
被

災
道
路
の
情
報
収
集
と

公
開
に
関
し
て
今
後
の
改
善

事
項
は
。

	

町
長　

確
認
は
職
員
で

行
っ
た
が
、
県
管
理
の

河
川
も
多
く
あ
り
、
今
後
は

県
と
の
協
議
を
行
い
監
視
体

制
強
化
の
確
立
が
必
要
だ
。

　

公
開
に
つ
い
て
は
、
災
害

対
策
本
部
か
ら
情
報
提
供
を

受
け
た
も
の
は
、
直
ち
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
か
が
や
き

ネ
ッ
ト
及
び
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
公
開
し
た
。「
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
な
い
」「
災
害
箇

所
が
分
か
ら
な
い
」、
な
ど

ご
指
摘
を
受
け
た
。
今
後
の

反
省
点
と
し
て
生
か
す
。

問答

今
後
の
災
害
対
応
は

問答問答

問答

町
長 スピード感を持って行う答

	

消
防
団
の
水
防
体
制
の

強
化
は
。

	

町
長　

今
回
の
災
害
を

経
験
し
、
こ
れ
ま
で
重

視
し
て
い
な
か
っ
た
河
川
の

氾
濫
な
ど
、
緊
急
時
の
対
応

力
を
強
化
し
た
い
。

	

観
光
地
の
風
評
被
害
や

神
龍
湖
の
流
木
へ
の
対

応
は
。

	

町
長　

災
害
発
生
後
の

本
町
の
宿
泊
キ
ャ
ン
セ

ル
人
数
は
、
約
８
０
０
人
に

上
っ
た
。

 

８
月
31
日
か
ら
始
ま
っ
た

国
の
観
光
支
援
事
業
で
は
、

被
災
し
た
府
県
に
旅
行
者
が

来
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。

 

神
龍
湖
の
流
木
の
除
去
に

つ
い
て
は
、
庄
原
市
と
連
携

し
中
国
電
力
な
ど
へ
働
き
か

け
る
。

問答問答

豪雨災害支援事業24億円の執行は問

林　憲志 議員

大規模に崩壊した神石地区の広域農道と、防災マップの比較
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７
月
豪
雨
災
害
で
は
、

わ
が
町
で
も
各
所
で
災

害
が
発
生
し
、
消
防
団
が
出

動
し
て
土
嚢
積
み
な
ど
の
水

防
活
動
を
行
っ
た
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
、
水

防
訓
練
や
災
害
対
応
時
の
安

全
教
育
な
ど
が
必
要
で
は
な

い
か
。

	
町
長　

７
月
豪
雨
災
害

で
は
、
延
べ
３
０
９
人

の
消
防
団
員
が
出
動
し
緊

急
・
応
急
活
動
を
行
っ
た
。

　

消
防
に
お
け
る
水
防
訓
練

は
、
今
回
の
災
害
を
経
験
し
、

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

火
災
想
定
訓
練
と
隔
年
で

行
う
な
ど
、
水
防
訓
練
に
よ

る
技
術
の
向
上
と
有
事
に
お

け
る
安
全
対
策
な
ど
、
引
き

続
き
消
防
力
向
上
に
む
け
、

取
り
組
ん
で
も
ら
う
よ
う
消

防
団
に
要
請
を
行
う
。

	

総
務
課
長　

今
回
の
災

害
を
受
け
今
後
の
活
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
消
防
団

に
再
度
検
証
を
お
願
い
し
て

い
る
。
現
在
は
火
災
の
消
火

活
動
を
中
心
に
活
動
を
行
っ

て
い
る
が
、
水
害
に
対
す
る

活
動
も
重
要
な
こ
と
だ
と
改

め
て
感
じ
た
。
具
体
的
な
取

り
組
み
を
消
防
団
団
長
と
協

議
を
し
て
い
く
。
ま
た
、
装

備
に
関
し
て
も
状
況
を
見
な

が
ら
必
要
な
も
の
を
配
備
す

る
。

	

今
回
の
災
害
で
町
内
で

も
多
く
の
農
地
が
被
災

し
た
。
現
在
、
中
山
間
直
接

支
払
制
度
に
関
わ
っ
て
い
る

農
地
の
中
に
は
来
年
度
作
付

け
が
危
ぶ
ま
れ
る
農
地
も
あ

る
。
災
害
の
場
合
は
交
付
金

の
返
還
は
求
め
な
い
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
内
容
は
。

　

ま
た
、
災
害
を
機
に
耕
作

放
棄
地
が
増
え
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
対
応
は
。

	

町
長　

災
害
復
旧
す
る

予
定
の
な
い
農
地
を
協

定
農
用
地
か
ら
除
外
せ
ず
管

理
も
放
置
し
た
場
合
は
、
交

付
金
の
返
還
と
な
る
。

　

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て

国
の
農
業
施
設
災
害
の
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
農
地
に
、

町
単
独
で
補
助
事
業
を
創
設

し
た
。

	

中
山
間
直
接
支
払
制
度

は
５
年
一
期
で
来
年
度

が
５
年
目
だ
。
復
旧
が
遅
れ

た
場
合
ど
う
な
る
の
か
。

	

産
業
課
長　

次
期
の
内

容
が
不
明
な
た
め
確
認

中
だ
。

	
早
い
う
ち
に
国
に
確
認

を
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
、
町
独
自
で
の
補
助
事
業

を
活
用
と
は
言
う
が
こ
れ
で

十
分
に
対
応
で
き
る
か
。

問答

答被
災
農
地
へ
の
対
応

問

答問答問

問
町
長具体的な取り組みを協議する答

赤木　俊二 議員

消防団の水防活動は
	

町
長　

趣
旨
と
し
て
は

お
見
舞
い
金
で
あ
る
。

通
常
の
補
助
の
よ
う
に
一
件

一
件
対
応
す
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
。

　

今
後
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
観
点
に
立
ち
中
身
を

検
討
し
た
い
。

答

復旧が期待される被災農地
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被
害
状
況
の
情
報
不
足

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

今
後
の
対
策
は
。
ま
た
小
野

自
治
振
興
会
の
災
害
対
応
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
と
聞
く
が
。

	

町
長　

電
話
で
の
問
い

合
わ
せ
が
多
く
、
対
応

し
き
れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
か
が
や

き
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
発
信
を

し
た
が
分
か
り
に
く
い
と
い

う
指
摘
を
受
け
た
。
今
後
は

他
の
市
町
を
参
考
に
検
討
を

す
る
。

　

ま
た
素
晴
ら
し
い
地
域
事

例
を
紹
介
し
、
全
体
に
広
げ

て
い
く
。　

	

指
揮
系
統
は
十
分
で

あ
っ
た
か
。

	

町
長　

地
域
防
災
計
画

を
本
格
運
用
し
て
初
め

て
の
災
害
対
応
と
い
う
事
で
、

情
報
の
整
理
、
避
難
所
運
営

な
ど
、
多
く
の
課
題
が
残
っ

た
。
今
後
整
理
し
、
検
討
し

て
い
く
。

	

指
定
管
理
者
制
度
の
メ

リ
ッ
ト
を
ど
う
と
ら
え

て
い
る
の
か
。

	

町
長　

民
間
の
活
力
を

活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
経
費
の
節
減
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

　

町
立
病
院
の
施
設
の
運
営

は
、
専
門
的
知
識
と
技
能
を

持
つ
指
定
管
理
者
が
行
う
こ

と
で
、
地
域
医
療
の
発
展
と

住
民
福
祉
に
繋
が
る
。

	

３
期
目
の
基
本
協
定
書

を
協
議
す
る
と
き
に
、

神
石
高
原
町
立
病
院
協
議
会

か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
ど
う

反
映
す
る
の
か
。

	

町
長　

病
院
側
と
情
報

を
共
有
し
、
今
後
の
運

営
で
対
応
し
て
い
く
。

	

指
定
管
理
者
決
定
の
プ

ロ
セ
ス
は
。

	

町
長　

８
月
に
選
定
委

員
会
を
開
催
し
、
提
出

さ
れ
た
申
請
書
に
記
載
さ
れ

た
事
業
計
画
の
審
査
を
行
い
、

今
後
も
総
合
的
な
医
療
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
候
補
者
と

し
て
選
定
し
た
。

	

赤
字
補
て
ん
の
考
え
方

は
。

	

町
長　

政
策
医
療
交
付

金
を
交
付
税
の
範
囲
内

と
す
る
と
、
必
要
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

完
全
精
算
性
で
取
り
組
む
。

	
基
本
協
定
書
の
内
容
は

ど
う
い
う
形
で
報
告
す

る
の
か
。

問答問

答町
立
病
院
の
運
営
は

問答問

答問答問答問

町
長 他の市町を参考に検討答

	

町
長　

基
本
的
に
は
、

現
状
の
第
２
期
の
協
定

書
を
変
更
し
な
い
方
向
で
考

え
て
い
る
。

　

報
告
は
、
協
定
書
作
成
の

段
階
で
逐
次
概
略
を
報
告
す

る
。

	

神
石
地
区
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
か
ら
派
遣
さ
れ
た
外

科
医
が
、
週
一
回
診
察
支
援

を
行
い
好
評
で
あ
る
。

　

そ
の
医
師
の
派
遣
要
請
と

法
人
が
運
用
し
て
い
る
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
救
急
に

活
用
す
る
こ
と
を
検
討

で
き
な
い
か
。

	

町
長　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の

医
師
の
派
遣
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
も
含
め
て

ど
う
い
っ
た
対
応
が
い
い
の

か
検
討
す
る
。

　

ま
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
必
要
が
あ

れ
ば
検
討
し
た
い
。

答問

答

被害状況の情報不足の対策は問

横尾　正文  議員

NPO法人が運用する災害救助ヘリ
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避
難
指
示
な
ど
は
メ
ー

ル
配
信
に
重
き
を
置
か

ず
、
告
知
端
末
も
多
用
す
べ

き
で
は
。

	

町
長　

災
害
の
時
は
従

来
告
知
は
１
回
だ
が
聞

き
漏
ら
し
が
な
い
よ
う
に
複

数
回
の
放
送
を
行
っ
た
。

	
災
害
復
旧
は
３
年
を
予

定
し
て
い
る
と
説
明
が

あ
っ
た
が
、
住
民
は
１
日
も

早
い
復
旧
を
望
ん
で
お
り
今

年
度
の
事
業
を
一
部
中
止
し

て
で
も
急
ぐ
べ
き
だ
。

　

来
年
度
予
算
に
災
害
関

連
は
ど
れ
く
ら
い
盛
り

込
む
の
か
。

	

建
設
課
長　

年
内
に
災

害
査
定
を
完
了
さ
せ
工

事
に
取
り
掛
か
る
。
今
年
度

の
道
路
改
良
工
事
は
全
て
発

注
し
て
い
る
が
コ
ン
サ
ル
業

者
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、

２
路
線
の
延
期
を
検
討
し
て

い
る
。

　

来
年
度
は
災
害
復
旧
を
最

重
要
課
題
と
し
優
先
的
に
取

り
組
む
べ
き
対
策
と
、
見
送

り
を
行
う
事
業
を
仕
分
け
予

算
編
成
す
る
。

　

ま
た
農
地
・
農
業
用
施
設

は
作
付
け
に
影
響
が
大
き
い

箇
所
を
優
先
し
復
旧
す
る
。

	

広
域
農
道
の
復
旧
見

通
し
と
崩
土
除
去
、

全
壊
家
屋
の
原
状
回
復

は
。

	

建
設
課
長　

現
在
地
盤

の
調
査
と
、
測
量
設
計

を
し
て
い
る
。
早
期
復
旧
を

目
指
し
、
準
備
が
で
き
次
第

発
注
す
る
。
崩
土
除
去
は
県

が
行
い
、
全
壊
家
屋
の
回
復

は
、
住
家
で
な
い
の
で
今
の

制
度
の
中
で
は
困
難
で
あ
る
。

	

所
有
者
は
別
荘
と
し
て

扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
、

高
光
振
興
会
と
し
て
は
復
旧

を
強
く
望
ん
で
い
る
。
広
域

農
道
が
崩
壊
し
た
の
で
あ

り
、
管
理
者
の
責
任
は
。

	

町
長　

気
持
ち
は
わ
か

る
が
、
家
屋
の
現
状
回

復
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
治

山
堰
堤
を
越
え
た
土
砂
に
関

し
て
は
、
県
が
撤
去
す
る
。

	

ゴ
ミ
袋
が
近
隣
自
治

体
に
比
べ
て
高
い
。
見

直
し
が
で
き
な
い
か
。

	

町
長　

価
格
は
16
年
間

変
更
し
て
な
い
。
平
成

36
年
度
か
ら
の
広
域
処
理
体

制
の
構
築
に
あ
わ
せ
て
検
討

す
る
。

	
平
成
36
年
度
ま
で

見
直
さ
な
い
の
か
。

	

環
境
衛
生
課
長　

見
直

し
は
考
え
て
な
い
。

問答問答

問答問

答ゴ
ミ
袋
価
格
の

見
直
し
は

問答問答

問
町
長最重要課題として取り組む答

久保田　龍泉 議員

災害復旧を急げ
	

ゴ
ミ
は
毎
日
出
る

し
、
町
民
全
戸
に

か
か
わ
っ
て
い
る
。
ゴ

ミ
袋
を
下
げ
る
こ
と
が

一
番
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
い
か
。
町
長
の

公
約
実
現
に
は
予
算
を

十
分
使
っ
て
い
る
。
直

接
住
民
に
か
か
わ
る
こ

と
に
使
う
べ
き
だ
。

	

町
長　

ま
ち
づ
く
り
に

使
っ
て
お
り
、
公
約
だ

け
で
は
な
い
。

	

ゴ
ミ
袋
の
製
造
業

者
は
入
札
制
に
し

て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図

れ
。

	

町
長　

今
後
発
注
方
法

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問

答問答

分別され収集される可燃ゴミ
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委員会活動報告

委 
員 
長
　
横
尾　
正
文

副
委
員
長
　
木
野
山
孝
志

委
　
　
員
　
松
本　
彰
夫 　
赤
木　
俊
二

　
　
　
　
　
　

林　
　
憲
志 　
小
川　
善
久

	

平
成
30
年
８
月
27
日（
月
）

	

ビ
ー�

ブ
ル
神
石
三
和　
利
用
者
の
在
宅
復
帰

を
目
指
し
て
い
る
が
介
護
が
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
多
く
残
る
方
が
多
い
。
外
国

か
ら
の
人
材
に
期
待
し
て
い
る
。

神
石�

よ
つ
ば
会　
20
人
程
度
の
方
が
作
業
を
し
て
い
る
作
業
内
容
は
農

作
業
・
尿
素
水
の
作
成
・
お
菓
子
作
り
な
ど
。

　
　
収
入
は
１
人
１
カ
月
1
万
7
千
円
程
度
（
県
内
平
均
1
万
5
千
円
）

シ
ル�

ト
ピ
ア
油
木　
国
の
処
遇
改
善
は
一
部
の
職
種
に
し
か
対
応
し
て

お
ら
ず
、
不
公
平
感
が
あ
る
。

	

　
最
大
の
問
題
は
人
手
不
足
で
あ
り
、
一
部
施
設
で
は
県
補
助
金
の
減

額
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

調
査
日
時

調
査
結
果

ま 

と 

め

委 

員 

長

	

久
保
田
龍
泉

副
委
員
長

	

小
川　
清
治

委
　
　
員

	

藤
田　
晃
己　

 

寄
定　
秀
幸

	

橋
本　
輝
久 　
横
山　
素
子

	

平
成
30
年
７
月
19
日
（
木
）

	

　
被
害
の
全
体
を
早
急
に
把
握
し
基
本
的
な
復
旧
計
画
を
立
て
る

こ
と
が
必
要
。

①�

道
路
網
は
生
活
交
通
道
路
の
再
建
を
す
る
。

②�

農
地
保
全
の
た
め
災
害
復
旧

の
対
象
に
な
ら
な
い
も
の
に

対
す
る
支
援
。

③�

家
屋
の
進
入
路
と
し
て
の
私

道
に
対
す
る
支
援
。

④
住
宅
へ
の
再
建
支
援
。

	

　
町
と
し
て
は
最
大
限
の
支
援

を
行
い
、
一
日
も
早
い
復
旧
、

復
興
が
で
き
る
よ
う
努
力
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

調
査
日
時

調
査
結
果

ま 

と 

め

活動
報告 総 務 文 教 常任委員会

活動
報告 産 業 建 設 常任委員会

社
会
福
祉
施
設
訪
問

•

ビ
ー
ブ
ル
神
石
三
和

•

社
会
福
祉
法
人　
神
石
よ
つ
ば
会

•

シ
ル
ト
ピ
ア
油
木

７
月
豪
雨
災
害
で
の
被
害
状
況

　

�

町
内
各
所
の
被
災
場
所
に
赴
き
現
地
調

査
を
行
っ
た
。

調査内容

調査内容

社会福祉施設訪問

被災現場を視察



追跡!!

ありゃあ
どうなった

ん

映
画
撮
影
事
業

ド
ラ
マ「
料
理
人
ワ
タ
ナ
ベ
」とよまつ紙ヒコーキ・タワー

お
便
り
の
一
部
を
掲
載

●�

道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。�

（
60
代　
女
性
）

●�

町
県
道
法
面
の
支
障
木
除
去
は
出
来
な
い

で
し
ょ
う
か
。�

（
60
代　
男
性
）

●�

ク
イ
ズ
大
好
き
で
す
。
し
尿
処
理
施
設
や

百
彩
館
の
件
が
気
に
な
り
ま
す
。

�

（
90
代　
女
性
）

●�

今
年
は
自
然
が
も
た
ら
す
力
の
恐
ろ
し
さ

を
感
じ
ま
す
。
町
民
同
士
こ
ん
な
時
こ
そ

仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
。�

（
60
代　
女
性
）

ま
ち
の
声

議
会
ク
イ
ズ
に
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

声
を
受
け
と
め
、
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
定
住
団
地　
②
地
産
地
消

③
神
石
高
原

ク
イ
ズ
の
答
え

第
37
回
議
会
ク
イ
ズ
当
選
者

油
木
地
区 

馬
屋
原　
紀
美
子 

さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

テ
シ
エ（
洋
菓
子
職
人
）と
と

も
に
、
コ
メ
デ
ィ
タ
ッ
チ
で
展

開
し
ま
す
。

主
演
の
ワ
タ
ナ
ベ
や
刑
事
役

は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
俳
優
の

予
定
で
、
放
映
は
ネ
ッ
ト
な
ど

で
行
い
ま
す
。

程
度
、
町
内
の
紙
ヒ
コ
ー

キ
・
タ
ワ
ー
、
油
木
高
校
、

道
の
駅
、
帝
釈
峡
な
ど
の

施
設
で
行
う
予
定
で
す
。

10
月
23
日
に
町
長
が
東

京
で
記
者
発
表
を
行
い
ま

す
。ド

ラ
マ
は
本
町
を
は
じ

め
、
日
本
国
内
の
５
市
町

を
舞
台
に
し
た
、
地
域
発

の
映
画
で
す
。

主
人
公「
料
理
人
ワ
タ

ナ
ベ
」が
無
実
の
罪
を
き

せ
ら
れ
、
事
件
の
容
疑
者

と
な
り
、
国
内
を
放
浪
、

追
う
刑
事
や
、
中
国
人
パ

ロケ地は　　　　
紙ヒコーキ・タワー

　　など

撮影時期
ついに決定！！

今
、
町
内
の
各
種
団
体
で
ド

ラ
マ
制
作
協
力
員
会（
観
光
協

会
が
事
務
局
）を
結
成
し
、
炊

き
出
し
な
ど
の
協
力
を
行
う
た

め
、
準
備
会
議
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

撮
影
は
1
月
下
旬
、
５
日
間
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空欄に適切な言葉
をいれてください議会クイズ

G I K A I  Q U I Z

元気なグループ紹介だよ !

議会広報をよく読んでね!ヒント

表紙の紹介

●応募方法�
　�ハガキに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」議会への
要望・ご意見なども記入してください。
　�正解者多数の場合は厳正な抽選により、1人の方に5000
円分のこうげん通貨券をお送りいたします。
　�応募は、1人・1通に限らせていただきます。
●あて先
　〒720-1522　神石高原町小畠二〇二五番地
　神石高原町議会事務局「第38回議会クイズ係宛」
●締め切り
　11月12日（月）消印有効
●個人情報の取り扱いについて
　�ご記入いただきました個人情報は、賞品発送および『ま
ちの声』などの目的以外には利用いたしません。

❶ P2	 健全財政を○○
❷ P10	 西日本○○災害
❸ P19	 ドラマ「○○○ワタナベ」

議会広報常任委員会
委 員 長　赤木　俊二

副委員長　横山　素子

委　　員　木野山孝志

委　　員　林　　憲志

委　　員　小川　善久

地球の神様のご機嫌が悪いのか。
近年は、春秋無くて厳寒の冬と猛暑の夏が大
物顔。加えて今夏は地震と豪雨が相次いで日本
列島を襲いました。
何をおいても災害対策が最重要課題です。９
月決算議会も災害復旧・防災対策に議論が集中
しました。
地域を背負って立つ覚悟があるか。今こそ、
本気度が問われます。� （孝）

第38回

平
成
18
年
か
ら
は
、
講
演
会
や

映
画
上
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

平
成
26
年
か
ら
は
認
知
症
予
防

カ
フ
ェ
「
ふ
れ
あ
い
」
を
第
２
・

４
火
曜
日
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
８
月
に
は
、
認
知
症
に
も

効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
回

想
療
法
を
取
り
入
れ
た
、
人
情
時

代
劇
を
公
演
し
多
く
の
参
加
者
に

好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
メ
ン
バ
ー
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

代
表
　
高
橋
　
文
子

高
齢
者
介
護
研
究
会
は
、
住
み
慣
れ
た
わ

が
家
で
、
最
後
の
そ
の
日
ま
で
、
生
き
生
き

暮
ら
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
、
平
成
15
年

に
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
係
わ
る
仲
間
で
結

成
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

高
齢
者
介
護
研
究
会

「
何
か
で
き
る
事
が
あ
る
は
ず
！

�

考
え
る
よ
り
ま
ず
行
動
！
」

地域の人で賑わう牧自治振興会
の運動会

次回の定例会は12月です
議会を傍聴してみませんか

落語家を招いた　元気づくり生き活き講演会

人情時代劇を公演（やまなみ劇団）

神石地区
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